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ま
る
博
も
の
が
た
り

財源確保のために広告を掲載しています。

①
書し

ょ

物も
つ

買か
い

入い
れ

頼た
の

母も

子し

と
い
う
サ
ー
ク
ル

を
作
り
ま
し
た
。
②
サ
ー
ク
ル
の
ル
ー

ル
は
、
③
参
加
費
は
１
回
金
２
朱し

ゅ（
現
在

の
価
値
で
お
お
よ
そ
１
万
円
弱
）。
く
じ

引
き
で
参
加
費
を
総
取
り
す
る
当
選
者

を
決
め
、
④
当
選
者
は
好
き
な
本
を
買

え
る
と
い
う
も
の
。

　
こ
の
古
文
書
に
は
他
に
も
、
毎
年
１
月

と
７
月
の
２
回
、
宴
会
を
開
催
し
て
く
じ

引
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
は
会
員
間
で
貸
し
借
り
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
人
気
の
本
を

会
員
以
外
に
貸
す
時
は
レ
ン
タ
ル
料
を
取

り
ま
し
た
。
写
真
左
の
古
文
書
か
ら
は
、

１
回
目
の
当
選
者
は
草
久
村
に
住
む
20

歳
の
⑤
上
沢
千ち

代よ

助す
け

さ
ん
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
千
代
助
さ
ん
は
、早
速
、

江
戸
時
代
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
⑥『
通
俗
三

国
志
』51
冊
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
小
さ
な
サ
ー
ク
ル
活
動
は
鹿
沼

の
文
化
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
今
に
伝
え
て

い
ま
す
。
一
見
何
が
書
い
て
あ
る
か
分
か

ら
な
い
古
文
書
で
す
が
、
読
み
解
く
と
、

失
わ
れ
て
い
た
私
た
ち
の
祖
先
の
営
み

や
想
い
が
現
在
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

秋
と
い
え
ば
読
書
の
季
節
。
今
年
の

秋
は
、
江
戸
時
代
の
草
久
の
人
々
の
よ

う
に
本
に
親
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

文
化
課
主
事　
堀
野
周
平

江
戸
時
代
の
サ
ー
ク
ル
活
動

文
化
課
文
化
財
係　
☎

（62）
１
１
７
２

今
回
は
、
古
文
書
か
ら
明
ら
か
に
な

っ
た
珍
し
い
江
戸
時
代
の
読
書
サ
ー
ク

ル
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

嘉か

永え
い

元
年（
１
８
４
８
）、
当
時
の
草

久
村
で
10
代
か
ら
40
代
の
読
書
家
14
人
が

　
第３回

鹿沼まるごと博物館の活動や、鹿沼の自然や歴史・文化にまつわるホットな話題を紹介します。
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右
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⑥
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